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1. 背景と目的

重症心不全に対する左心補助人工心臓（left ventricular 

assist device, LVAD）による治療は，近年本邦においても大
きな広がりを見せている。装置，手術法および管理法の進
歩により，3年以上の長期補助の患者も増加傾向にある。
この中で，慢性期における合併症の管理は医療従事者の大
きな topicの一つである。
その合併症の一つとして，大動脈弁閉鎖不全症（aor tic 

insufficiency, AI）が挙げられる。AIでは，LVAD→大動脈→
大動脈弁→左心室→LVADという短絡（シャント）回路が形
成され，ポンプ補助の効率が低下する 1)。時間経過ととも
に徐々に進行し，保存的治療にて軽快しない例は外科的/

カテーテル的な大動脈弁への介入が行われるなど，予後に
重大な impactをもたらす合併症であり 2)，その評価は非常
に重要である。
しかし，現状の評価法は，超音波検査による評価〔vena 

contracta, jet width/left ventricular outflow tract diameterや 

proximal isovelocity surface area （PISA）など〕が主である
が 2)，これらは精度に課題を残している。
この問題を解決する新たな評価法を開発するために，

我々はLVAD装着患者のAI（LVAD-AI）が上述のようにシャ
ントの形成であることに注目し，シャントの形成という点
で同様の，先天性心疾患のシャント評価法を過去にさかの
ぼり検討した。この中で，熱希釈法を用いた新たな評価方
法 3)をLVAD-AIの評価に当てはめ，その精確性を評価する。

2. 方法

熱希釈法の施行には，熱発生部位と血液温度の測定部位
を決める必要がある。将来の臨床への応用を見据えて，こ
れらの配置を定める。熱を投与し，これらサーミスタの温
度変化を記録する。詳細は別稿に譲るが，理論的には
この時間－温度変化曲線の解析から，（full bypassの駆動
条件下では）ポンプ流量に対するAIによる逆流量の比
〔recirculation rate（RR）と定義する〕を求めることができ
る。
この仮説の妥当性を検討するため，模擬循環回路および

大動物において，LVADを装着した心不全，AIモデル（大動
脈弁逆流の量をcontrol可能）を用いる 1),4)。このモデルの
大動脈弁逆流の程度を変化させながら，RRを2つの方法
〔熱希釈法で求める方法と，流量計の値から直接求める方
法（control）〕で求め，それら同士を比較することで，熱希
釈法による評価の妥当性の検討を行う。
さらに，温度測定部位，熱発生部位/発生方法の検討，誤
差にかかわる因子などの検討や，測定の自動化のためのア
ルゴリズムの確立などを行う。
最終的には，この理論を用いて，心臓カテーテル検査等

に使用可能なdeviceを作成し，臨床応用に持ち込みたいと
考えている。

3. 独創性

古典的に行われていた先天性心疾患のシャント計測法を
LVAD-AIの計測に当てはめることに関しては，初めての試
みといえる。
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